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彙　　　報

彙 報(平 成皐辮 謝

人事異動

(教育職)

　 　　　　(外国人客員研究部門)

　 10月1日 　第五研究部教授

　　　　　　　　　JANHTJNEN,　Juha　Antero

　 　　　　　(フ ィソラソド,フ ィソラソド

　　　　　　学術協会上級研究員 ・ヘルシン

　　　　　　キ大学教授)

　 　　　　　 <任期6.10.1～7.9.3a>

　 11月4日 　第五研究部助教授

　　　　　　　　　 VICTORIA,　Brian　Andre

　 　　　　　(ア メリカ合衆国,オ ークラン

　　　　　　ド大学講師)

　 　　　　　 <任期6.11.4～7.2.28>

シ ンポジウム

◎特別研究 「20世紀における諸民族文化の伝

　統 と変容シンポジウム皿 観光の20世 紀」

　期間　平成6年10月13日(木)

　 　　　　　　　　　　 ～10月15日(土)

　場所　国立民族学博物館

　摘要　今回は,「観光の20世 紀」をテーマ

　　　　に,観 光が20世 紀の諸民族文化にあ

　　　　たえたインパク トについて,さ まざ

　　　　まな民族の事例を中心に,グ ローバ

　　　　ルな視野のもとで活発な討論がおこ

　　　　なわれました。

シンポジウム委員会

　実行委員長

　　石森　秀三　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　 部

　実行委員

　　庄司　博史　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部

　　新免光比呂　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部

　　森　　明子　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部

　　吉本　　忍　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　部

事務局

　江藤　靖弘　国立民族学博物館管理部研

　　　　　　　究協力課国際協力係

　今田　好子　　「20世紀」事務局

報告者

　池田　光穂　熊本大学

　石森　秀三　国立民族学博物館

　井野瀬久美恵

　　　　　　　甲南大学

　江口　信清　立命館大学

　太田　好信　九州大学

　大谷　裕文　西南学院大学

　大塚　和義　国立民族学博物館

　奥野　卓司　甲南大学

　栗田　靖之　国立民族学博物館

　小長谷有紀　国立民族学博物館

　小山　修三　国立民族学博物館

　高田　公理　武庫川女子大学

　永渕　康之　名古屋工業大学

　安福恵美子　聖徳学園女子短期大学

　山中　速人　東京経済大学

討論参加者

　石毛　直道　国立民族学博物館

　上杉　富之　国立民族学博物館

　神崎　宣武　旅の文化研究所

　キム・ヤンジュ

　　　　　　　漢陽大学校

　久保　正敏　国立民族学博物館

　櫻井　哲男　熊本大学

　佐々木高明　国立民族学博物館

　白幡洋三郎　国際日本文化研究センター

　田中　雅一　京都大学

　田村　克己　国立民族学博物館

　ジョン・ナイト

　　　　　　　オックスフォード大学

　橋爪　紳也　京都精華大学

　端 信行 国立民族学博物館

　ジェニファ・ビア

　　　　　　　カリフォルニア大学

　吉野　耕作　上智大学
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日　程

10月13日(木)

　10:00受 付

　　　　　　　　　　 (司会:石 毛　直道)

　10:30　 あいさつ　　　　　　 佐々木高明

　　　　 問題提起　　　　　　 石森　秀三

　「観光の19世 紀」　　 (司会:端 　　信行)

　13:00　 近代観光の旅認識一 その誕生と顛

　　　　 末一　　　　　　　　井野瀬久美恵

　13:30楽 園幻想とポリネシア観光

　　　　　　　　　　　　　　 大谷　裕文

　14:00　 討論

　「先住民族 と観光」　 (司会:櫻 井　哲男)

　15:15　 オ ース トラリア ・アボ リジニと観

　　　　 光　　　　　　　　　小山　修三

　15:45　 アイヌ民族にとって,観 光はなに

　　　　 をもたらしたか一近代国家 日本の

　　　　 同化政策によるアイヌ文化の否定

　　　　 と肯定一　　　　　　　大塚　和義

　16:15討 論

10月14日(金)

　「観光立国」　　　　 (司会:神 崎　宣武)

　10:00　 モ ンゴルにおける観光立国一異文

　　　　 化理解 と観光装置一　　小長谷有紀

　10:30　 社会主義か,死か一観光立国キュー

　　　　 バと観光一　　　　　　江口　信清

　11:00討 論

　「文化の商品化」　　 (司会:田 中　雅一)

　13=00　 楽園の創造一ハワイ諸島の場合一

　　　　　　　　　　　　　　　山中　速人

　 13:30文 化 の商品化をめぐる政治と文化

　　　　 のかかわ り一バ リ島の場合一

　　　　　　　　　　　　　　　永渕　康之

　 14:00　 討論

　「ホス トとゲス ト」　 (司会:田 村　克己)

　 15:15　 観光 と売買春一東南アジアの事例

　　　　 を中心に一　　　　　　安福恵美子

　 15:45鎖 国 と観光　　　　　 栗田　靖之

　 16:15討 論

10月15日(土)

　 「観光の新 しい展開」(司 会:上 杉　富之)

　 10:00　 エ コロジー意識の政治経済学に向
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　　　　 けて一ベリーズにおけるエコツー

　　　　 リズムの事例から一　　太田　好信

　10:30　物神化される文化一古代マヤ遺跡

　　　　 と観光客一　　　　　　池田　光穂

　11:00　討論

　「観光の21世紀」　　 (司会:久 保　正敏)

　13:00　メディアと観光一時空間を超えて

　　　　 一　　　　　　　　　奥野　卓司

　13:30　観光の未来　　　　　　高田　公理

　14:00　討論

　15:15総 括討論

◎民族学部門第18回国際シンポジウム 「北方

　少数民族の言語状況と未来」

　日時　平成6年11月7日(月)

　　　　　　　　　　　　～11月14日(月)

　場所　国立民族学博物館

　摘要　今回のシンポジウムでは,情 報公開

　　　　が自由化したロシアの代表的研究者

　　　　による最新情報をふまx,現 在まで

　　　　の北方言語に関する研究成果を総合

　　　　的に再検討するものです。各地でみ

　　　　られる言語復権の試みやその展望に

　　　　ついても,活発な討論がおこなわれ

　　　　ました。

顧　問

　　梅棹　忠夫　財団法人千里文化財団会長

組織委員会

(委員長)

　　佐々木高明　国立民族学博物館長

(委　員)

　　藤井　知昭　国立民族学博物館副館長

　　石毛　直道　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部長

　　杉村　　棟　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部長

　　和田　正平　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部長

　　友枝　啓泰　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部長

　　杉田　繁治　国立民族学博物館第五砥究

　　　　　　　　部長
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　　東府　義之　国立民族学博物館管理部長

　　湯浅　叡子　財団法人千里文化財団専務

　　　　　　　 理事

実行委員会

(委員長)

　　庄司　博史　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部助教授

(委員)

　　朝倉　敏夫　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　 部助教授

　　栗本　英世　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部助教授

　　新免光比呂　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部助手

　　園田　直子　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　 部助手

　　加藤　建夫　国立民族学博物館研究協力

　　　　　　　 課長

　　宇治日出二郎

　　　　　　　　財団法人千里文化財団常務

　　　　　　　　理事

参加者

　　 Viktor　D.　Atknin

　　 　　　　　　ロシア科学アカデ ミー言語

　　　　　　　　研究所(ロ シア)

　　 Nilsφ.　Helander

　　 　　　　　　サーミ研究所(ノ ルウェー)

　　 Eugene　Helimski

　　 　　　　　　ロシア人文科学大学(ロ シ

　　　　　　　　ア)

　　 Juha　Janhunen

　　 　　　　　　ヘルシンキ大学(フ ィラン

　　　　　　　　 ド)

　　 Michael　Krauss

　　 　　　　　　アラスカ大学(ア メリカ合

　　　　　　　　衆国)

　　 Tapani　Salminen

　　 　　　　　　ヘルシンキ大学(フ ィラソ

　　　　　　　　 ド)

　　 Stephen　A.　Wurm

　　 　　　　　　オ ース トラ リア国立大学

　　　　　　　　 (オース トラリア)

　 　切替　英雄　北海学園大学助教授

　　庄司　博史　国立民族学博物館助教授

　　田中　克彦　一橋大学教授

　　津曲　敏郎　小樽商科大学助教授

日　程

11月7日(月)(い ば らき京都ホテル)

　 17:00　 登録

11月8日(火)(国 立民族学博物館)

　 9:30　 館内見学

　 10:30　 館長表敬訪問

　 ll:oo開 会式

第1セッション

　「北方少数言語存続の条件と言語政策」

　　　　　　　　 (座長:Juha　 Janhunen)

　 13:00　 北方少数言語政策と民族意識

　　　　　　　　　　　　　　 庄司　博史

　 14:00討 論

　　　　　　　 (座長:Tapani　 Salminen)

　 13:00　 北方少数言語の存続の展望

　　　　　　　　　　　 Stephen　A.　Wurm

　 16:00討 論

11月9日(水)(国 立民族学博物館)

第1セ ッション

　「北方少数言語存続の条件 と言語政策」

　　　　　　　 (座長:Viktor　 D.　Atknin)

　 9:30　 言語政策の思想的側面

　　　　　　　　　　　　　　 田中　克彦

　 10:30討 論

第2セッション

　 「北方少数言語状況の地域的多様性」

　　　　　　　　　　 (座長:切 替　英雄)

　 11:30ネ ネ ツ(西 シベ リア)に おける生

　　　　 態環境 と民族の存続

　　　　　　　　　　　　 Tapani　Salminen

　 12:30　 討論

　　　　　　　　 (座長:Nilsφ.　Helander)

　 14:15　 ツソグース諸語の言語的多様性と

　　　　 国家　　　　　　　　津田　敏郎

　 15:15討 論

　　　　　　　　 (座長:Eugene　 Helimski)

　 16:15北 米諸語の現状 と展望

　　　　　　　　　　　　　Michael　Krauss
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　 17:15討 論

ll月10日(木)(国 立 民族学博物館)

第2セ ツショソ

　「北方少数言語状況の地域的多様性」

　　　　　　　　　　 (座長:庄 司　博史)

　 9:30　 イエニセイか らサハ リンまでのエ

　　　　 ベンキ語」　　　 Viktor　D.　Atknin

　 10:30討 論

第3セ ッション

　「国家語と北方少数言語」

　　　　　　　　　(座長:Michael　 Krauss)

　 ll:30　 国家語の少数民族語と民族への影

　　　　 響Nilsφ.　 Helander

　 12:30討 論

11月11日(金)(国 立民族学博物館)

第3セッション

　 「国家語 と北方少数言語」

　　　　　　　　　　 (座長:津 曲　敏郎)

　 9:30　 シベ リアにおけるロシア語化要因

　　　　　と言語生態的方策

　　　　　　　　　　　　 Eugene　Helimski

　 10:30討 論

　　　　　　　 (座長:Stephen　 A,　Wurm)

　 13:15言 語政策からみたアイヌ語

　　　　　　　　　　　　　　　切替　英雄

　 14:15討 論

　　　　　　　　　　 (座長:田 中　克彦)

　 15:15　 中国東北地域の諸言語

　　　　　　　　　　　　　 Juha　Janhunen

　 16:15討 論

11月12日(土)

総合討論

　　9:30　 総合討論　 座長:庄 司　博史

　　　　　　　　　　　　　 Juha　Janhunen

　 11:25　 閉会式

　 15:30北 海道へ移動

11月13日(日)(北 海道)

　 ll:00　 二風谷アイヌ文化記念館見学

11月14日(月)(北 海道)

　　9:30　 ワークショップ

　　　　　解散
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◎特別研究 「アジア ・太平洋地域における民

　族文化の比較研究　第6回 シンポジウム

　マンダラと自己一イソド的宇宙論一」

　期間　平成6年ll月21日(月)

　　　　　　　　　　　　～11,月24日(木)

　場所　国立民族学博物館

　摘要　今回は,「マンダラ と自己一インド

　　　　的宇宙論一」をテーマに,「宇宙と

　　　　自己の象徴図」ともよぶべきマンダ

　　　　 ラを中心に,イ ソ ド及び周辺世界の

　　　　宇宙観V'つ いて,活 発な討論がおこ

　　　　なわれました。

シンポジウム実行委員会

　実行委員長

　　立川　武藏　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部

　実行委員

　　 清水　昭俊　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部

　　 田村　克己　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部

　　 長野　泰彦　　(事務局長)

　　　　　　　　 国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部

　　 福岡　正太　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　 部

　　 松山　利夫　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　 部

　　 横山　廣子　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　 部

　　 吉本　　忍　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　 部

　 事務局

　　 江藤　靖弘　国立民族学博物館管理部研

　　　　　　　　 究協力課国際協力係

　　 下浦　摩紀　　「アジア ・太平洋」事務局

　 報告者

　　 Gary　L.　Ebersole

　　　　　　　　 The　Divinity　School,　Uni-

　　　　　　　　 versity　of　Chicago

　　 奥山　直司　高野山大学文学部

　　 小倉　　泰　東海大学文学部
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　　島田　茂樹　東洋大学文学部

　　鷹巣　　純　愛知教育大学

　　立川　武藏　国立民族学博物館

　　田中　公明　財団法人東方研究会

　　野 口　圭也　種智院大学仏教学部

　　 J.W.Heisig南 山大学南山宗教文化研究

　　　　　　　　所

　　 S.S.Bahulkar

　　 　　　　　　Central　Institute　of　Higher

　　 　　　　　　Tibetan　Studies,　Sarnath

　　 日野　紹運　岐阜薬科大学

　　宮治　　昭　名古屋大学文学部

　　森　　雅秀　高野山大学

　　矢島　道彦　鶴見大学女子短期大学部

　　吉崎　一美　 日本ネパール'協会

　　和田　壽弘　名古屋大学文学部

　討論者

　　 M.Kolhatkar

　　 　　　　　　Deccan　College

　　 佐々木高明　国立民族学博物館

　　杉島　敬志　国立民族学博物館

　　関本　照夫　東京大学東洋文化研究所

　　 田中　雅一　京都大学人文科学研究所

　　　　　　　　国立民族学博物館(客 員)

　　藤井　知昭　国立民族学博物館

　　宮家　　準　慶鷹義塾大学文学部

　　渡辺　欣雄　東京都立大学人文学部

日　程

11月21日(月)

　　　　 登録

　　　　　　　　　　 (司会:立 川　武藏)

　 9:40　 開会式

　　　　 館長あいさつ　　　　　佐々木高明

　　　　 運営委員長あいさつ　 藤井　知昭

　　　　　　　　　　 (座長:立 川　武藏)

　　　　　コスモスとは何か　 Gary　Ebersole

　　 　　　　　　　　 (座長:奥 山　直司)

　 13:00　 自己と自我一現代の発明を発見す

　　　　 るユソグ思想をめぐって一

　　　　　　　　　　　　　　　J.W.Heisig

　　 　　　ヒンドゥーの自我と世界

　　　　　　　　　　　　　　　日野　紹運

　　　　 イソド自然哲学における自我

　　　　　　　　　　　　　　 和田　壽弘

　16:15討 論

ll月22日(火)

　　　　　　　　　　 (座長:森 　　雅秀)

　9:40　 ジ ャイナ教のマンダラ ー 〈聖なる

　　　　 集 い〉(samavasarana)に つ いて

　　　　 一　　　　　　　　　矢島　道彦

　　　　 タントラ仏教における自己 と宇宙

　　　　　　　　　　　　　　 野口　圭也

　　　　　　　　　　 (座長:矢 島　道彦)

　13:00　 マ ンダラの形態の歴史的変遷

　　　　　　　　　　　　　　 森　　雅秀

　　　　 ヘールカ系のマ ンダラー異形の神

　　　　 のコスモロジー一　　　島田　茂樹

　15:00討 論

11月23日(水)

　　　　　　　　　　 (座長:野 口　圭也)

　9:40　 「時輪タントラ」のコスモロジーと

　　　　 身体論はどのように して成立した

　　　　 か　　　　　　　　　田中　公明

　　　　 The　Lokadhatupatala(Chapter　 1)

　　　　 of　the　Kalacakra　Tantra

　　　　　　　　　　　　　 S.S.　Bahulkar

　　　　　　　　　　 (座長:田 中　公明)

　 13:00南 イ ンドの宗教都市一 シュリーラ

　　　　 ンガムを中心`一 　　 小倉　　泰

　　　　 ラサーマンダラ都市一 奥山　直司

　　　　 六道十王図のコスモロジー

　　　　　　　　　　　　　　 鷹巣　　純

　 16:15討 論

11月24日(木)

　　　　　　　　　　 (座長:日 野　紹運)

　 9:40　 ネ ワール仏教儀礼における仏の「受

　　　　 胎」 と 「誕生」　　　 吉崎　一美

　　　　 蓮のイコノロジー一誕生 ・浄土 ・

　　　　 曼茶羅のシソボリズムー

　　　　　　　　　　　　　　 宮治　　昭

　　　　　　　　　　 (座長:宮 治　　昭)

　 13:00生 命体 としてのコスモスー共存の

　　　　 概念について一　　　　立川　武藏

　 14:00討 論
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◎文明学部門第13回国際シンポジウム 「近代

　世界における日本文明一交通の比較文明学

　　J

　日時　平成6年12月12日(月)～

　　　　　　　　　　　　 12月19日(月)

　場所　国立民族学博物館

　摘要　今回のシンポジウムでは,社 会経済

　　　　や支配機構,産 業文明といったいく

　　　　つかのサブテーマのもとに,交 通を

　　　　めぐる諸問題について,多 角的Y'討

　　　　論がかさねられました。

顧　問

　　梅棹　忠夫　財団法人千里文化財団会長

組織委員会

(委員長)

　　佐々木高明　国立民族学博物館長

(委　員)

　　藤井　知昭　国立民族学博物館副館長

　　石毛　直道　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部長

　　杉村　　棟　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部長

　　和田　正平　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部長

　　友枝　啓泰　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部長

　　杉田　繁治　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部長

　　束府　義之　国立民族学博物館管理部長

　　湯浅　叡子　財団法人千里文化財団専務

　　　　　　　　理事

(専門委員)

　　Harumi　Befuス タソフォード大学教授

　　Josef　Kreinerドイツ日本研究所所長

実行委員会

(委員長)

　　秋道　智彌　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部助教授

　　久保　正敏　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部助教授

　　林　　勲男　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部助手
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　　園田　直子　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部助手

　　加藤　建夫　国立民族学博物館研究協力

　　　　　　　　課長

　　宇治日出二郎

　　　　　　　　財団法人千里文化財団常務

　　　　　　　　理事

参加者

　　Harumi　Befuス タ ンフォー ド大学教授

　　Peter　Duusス タ ンフォー ド大学教授

　　Winfried　Fliichter

　　　　　　　　デュイスブルグ大学教授

　　Sylvie　Guichard-Anguis

　　　　　　　　ソルtン ヌ・パリ第4大 学

　　　　　　　　専任講師

　　Josef　Kreinerド イ ツ日本研究所所長

　　Constantine　N.　Vaporis

　　　　　　　　メリーランド大学助教授

　　秋道　智彌　国立民族学博物館助教授

　　梅棒　忠夫　財団法人千里文化財団会長

　　小野寺　淳　筑波大学地球科学系講師

　　高田　公理　武庫川女子大学家政学部教

　　　　　　　　授

　　高橋　泰隆　関東学園大学経済学部助教

　　　　　　　　授

　　林 順子 愛知女子短期大学講師

　　松木　　哲　神戸商船大学名誉教授

日　程

12月12目(月)(オ オサカサンパレス)

　 17:00　 登録

12月13日(火)(国 立民族学博物館)

　 10:00　 館内見学

　 11:30　 館長表敬訪問

　 13:00　 開会式

　 13:10　 参加者紹介

　 13:40　 基調講演　　　　　　梅棹 　忠夫

第1セッション

　　　　　　　　　　 (座長:高 田　公理)

　 15:00　 水産物輸送とその変容 秋道　智彌

　 16:00討 論

12月14日(水)(国 立民族学博物館)

第2セ ツション



彙　　　報

　　　　　　　　　　 (座長:林 　 順子)

　 10:00領 域 をつな ぐ一参勤交代 と近世社

　　　　 会一　　　Constantine　N.　Vaporis

　 ll:00討 論

第3セ ツション

　　　　　　　　　　 (座長:小 野寺　淳)

　 13:00　 近世渡船場事情一美濃路起船場を

　　　　 中心として一 　 林 順子

　 14:00討 論

第4セ ッシ。ソ

　　　　　　　　　　 (座長:秋 道　智彌)

　 15:30　 明治以降の和船の変貌 松木　　哲

　 16:30討 論

12月15日(木)(国 立民族学博物館)

第5セ ッション

　　　　　　　　　　 (座長:松 木　　哲)

　 10:00　 近代移行期における輸送機関の地

　　　　 域的展開　　　　　　 小野寺　淳

　 11:00討 論

第6セ ツション

　　　　　　　　　 (座長:Harumi　 Befu)

　 13=00朝 鮮 半島における日本の鉄道 と植

　　　　 民地主義　　　　　　 Peter　Duus

　 14:00討 論

第7セ ッション

　　　　　　　　　 (座長:Harumi　 Befu)

　 15:30　 日本植民地鉄道史について

　　　　　　　　　　　　　　 高橋　泰隆

　 16:30討 論

12月16日(金)三 十石船乗船見学

12月17日(土)(国 立民族学博物館)

第8セ ッション

　　　　　　　　　 (座長:Josef　Kreiner)

　10:00通 勤社会一通勤圏の拡大問題一

　　　　　　　　　　　 Winfried　Fluchter

　ll:oo討 論

第9セ ツション

　　　　　　　　　 (座長:Josef　Kreiner)

　 13:00　 ブルー トレイソから関空 まで一異

　　　　 郷(ノ スタルジー)と のコミュニ

　　　　 ケーションー

　　　　　　　　　Sylvie　Guichard-Anguis

　 14:00討 論

第10セ ッション

　　　　　　　　　　(座長:高 橋　泰隆)

　 15:30　 「情報媒体」としての自動車一近代

　　　　 日本の生活史におけるその意味 と

　　　　 役割一　　　　　　　　高田　公理

　　　　 16:30討 論

12月18日(日)(国 立民族学博物館)

総合討論

　　　　　　　　　　(座長:秋 道　智彌)

　 10:00　 討論一1

　 13:00　 討論一2

　 15:00閉 会式

12月19日(月)(オ オサカサ ンパ レス)

　9:30　 ワークショップ

　　　　 解散

海外における研究 ・調査 ・収集活動

氏 名 　 　　 官 職 　 　　 出 発 帰 国 　 　 行 　先

黒田　悦子　　教　授(第 四研究部)　 6.10.3　 6.10.17　 ア メリカ合衆国

田村　克己　 助教授(第 二研究部)　 6.豆0.5　 6.10.12　 中華人民共和国

大森　康宏　 助教授(第 五研究部)　 6.10.9　 6.10.26　 アメリカ合衆国,カ ナダ

藤井　龍彦　 教　授(第 四研究部)　 6.10.10　 6.12.16　 ペルー

江ロ　ー久　 教　授(第 三研究部)　 6.10.10　 7.4.7　 フランス,ヵ メルーン

杉村 棟 教 授(第 二研究部)6.10.126.10.21ト ルコ

塚田　誠之　 助教授(第 二研究部)　 6.10.31　 6.ll.14　 中華人民共和国

端　　信行　 教　授(第 三研究部)　 6.11.1　 6.12.27　 フランス,ヵ メルーソ

松原　正毅　　教　授(地 域研究企画　6.11.9　 6.11.24　 トルコ

　　　　　　 交流センター)
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藤井　知昭　　教　授(第 二研究部)　 6.ll.13　 6.11.17　 大韓民国

吉本　　忍　 助教授(第 五研究部)　 6.ll.14　 6.12.　i　 台湾,イ ンドネシア

小山　修三　 教　授(第 四研究部)　 6.11.20　 6.11.28　 中華人民共和国

園田　直子　 助　手(第 五研究部)　 6.11.21　 6.11.30　 イ ンドネシア

横山　廣子　 助教授(第 二研究部)　 6.11.27　 6.12.7　 中華人民共和国

友枝　啓泰　　教　授(第 四研究部)　 6.11.28　 7.2.1　 ペルー

田村　克己　 助教授(第 二研究部)　 6.12.2　 7.1.10　 タイ,ミ ャソマー,ラ オス

佐h木 高明　 館　長　　　　　　　　6.12.7　 6.12.13　 中華人民共和国

吉本　　忍　 助教授(第 五研究部)　 6.12.27　 7.1.25　 中華人民共和国

山本　紀夫　 教　授(第 五研究部)　 6.12.28　 7.1.6　 ネパール

来館者抄

　10月14日 　 藤田　公郎(国 際協力事業団総

　　　　　 裁)

　10月17日 　 AL-SAFI,　Mahasin　 Abdel　Godir

　　 　　　 Hag(ス ーダン,ハ ルツーム大

　　　　　 学アジア ・アフリカ研究所長),

　　　　　 縄田　浩志(中 近東文化セン

　　　　　 ター)

　　　　　 ZxaNGELDIN,　 Yelmek　 T.(カ ザ

　　　　　　フスタン,アルマティ美術館長)

　　　　　 夫妻

　10月18日 李 建 輝(中 華人民共和国,

　　　　　 国家民族事務委員会弁公庁副主

　　　　　 任),許 学 孫(中 華人民共

　　　　　 和国,民 族文化宮副主任),朱

　　　　　　　　 彬(中 華人民共和国,中

　　　　　 国民族音像出版社副社長),陶

　　　　　　　　 頴(中 華人民共和国,中

　　　　　 国民族音像出版社),市 川　捷

　　　　　 護(日 本 ビクター株式会社),

　　　　　 佐藤　　央(日 本 ビクター株式

　　　　　 会社),唐 大 堤(日 本 ビク

　　　　　 ター株式会社)

　　　　　 船越　昭治(岩 手大学長),新

　　　　　 井　輝隆(岩 手大学事務局長)

　10月24日 　KALINAYovA,　 Jana(ス ロバキ
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　　 　　　ア,ス ロバキア国立博物館 音

　　　　 楽博物館副館長)

10月27日 　 NORDENSTAM,　 Bertil(ス ウェー

　　　　　デン,ス ゥェーデン王立科学ア

　　　　　カデミー副会長 ・スウェーデソ

　　　　　自 然 史 博 物 館 副 館 長),

　　　　 MORLEY,　 Brian　D.(オ ース トラ

　　　　　リア,ア デレー ド植物園園長),

　　　　 小原　　聰(財 団法人国際花と

　　　　 緑の博覧会記念協会専務理事)

　　　　 Ibrahim　 Ahmad　 Baj　unid　 (マ

　　　　　レーシア,マ レーシア国立教育

　　　　 管理研究所所長)

　　　　 新潟市教育委員会一行　羽鳥

　　　　 敬一(委 員長),吉 村　洋子(委

　　　　 員長代理),高 沢　正樹(委 員),

　　 　　 橋本　行雄(委 員),石 井

　　　　 淳(教 育長),渡 辺喜和男(新

　　　　 潟市教育委員会総務課課長補

　　　　 佐)

10月31日 　M.BoJNuRDI,　 Kazem　 Musavi

　　 　　　(イラン,イ スラム大百科事典

　　　　 編纂所所長 ・編集長)

　　　　　 「21世紀のための友情計画」ア

　　　　　セアン六ケ国青年団一行



彙　　　報

　11月1日 　 近衛　宵子(日 本赤十字社副社

　　　　　　長夫人)

　 ll月4日 　　NARTsuPHA,　 Chatthip　(タイ,

　　　　　　チュラロソコン大学経済学部教

　　　　　　授)夫 妻

　 11月8日 　第36回 国立博物館 ・美術館等連

　　　　　　絡協議会一行

　　　　　　WURM,　 Stephen　A.(オ ース トラ

　　　　　　 リア,オ ース トラリア国立大学

　　　　　　教授),HELIMSKI,　 Eugene(ロ シ

　　　　　　ア,ロ シア人文科学大学教授),

　　　　　　H肌ANDER,　 Nilsφ.　 (ノル ウ

　　　　　　 ェー,サ ーミ研究所),KRAUSS,

　　　　　　Michael(ア メ リカ合衆国,ア

　　　　　　 ラ ス カ 大 学),SALMINEN,

　　　　　　 Tapani(フ ィンラソド,ヘ ルシ

　　　　　　 ンキ大学),ATKNIN,　 Viktor　D.

　　　　　　 (ロシア,ロ シア科学アカデミー

　　　　　　言語研究所),切 替　英雄(北

　　　　　　海学園大学助教授),田 中　克

　　　　　　彦(一 橋大学教授),津 田　敏

　　　　　　郎(小 樽商科大学助教授)

　 11月15目 　 萱野　　茂(参 議院議員)夫 妻

　 11月18日 　 赤木　　攻(大 阪外国語大学学

　　　　　　生部長)

　 11月25日 　 近畿二府四県教育長協議会一行

　　　　　　　谷口　文夫(大 阪府教育委員

　　　　　　 会教育長),高 井　八良(滋 賀

　　　　　　 県教育委員会教育長),安 原

　　　　　　 道夫(京 都府教育委員会教育

　　　　　　 長),芦 田　弘逸(兵 庫県教育

　　　　　　 委員会教育長),西 川　　彰(奈

　　　　　　 良県教育委員会教育長),西 川

　　　　　　 時千代(和 歌山県教育委員会教

　　　　　　 育長)

11月28日 　 M.R.　 CH-TRABONGS,　 Chakrarot

　　　　　(タイ,国 家文化委員会渉外課

　　　　 長)

11月29日 　BRANDY,　 Klaus　J.(ド イ ツ,リ

　　　　　ソデン博物館極東美術館部長),

　　　　 梶谷　宣子(ア メリカ,メ トロ

　　　　　ポ リタン美術館保存部長)

　　　　　中国少数民族代表団一行　団

　　　　　長:呉 金 光(中 華人民共和

　　　　　国,国 家民族事務委員会外事司

　　　　　連絡処処長)他

12月6日 　博物館学国際協力セ ミナー一行

　　　　　　TSHERING,　 Gyem(ブ ータソ,

　　　　　パ ロ国立博物館上級助手),

　　　　　NAovARATH,　 Soulaphon　 (ラオ

　　　　　ス,ラ オス情報文化省博物館考

　　　　　古局技官),Hari　 ABAS,　Khamis

　　　　　Bin(マ レーシア,マ ラッカ文

　　　　　化博物館学芸員兼新博物館群準

　　　　　備室員),HAJI　 MANSOR,　 Ismail

　　　　　Bin(マ レーシア,サ バ州立博

　　　　　物 館 学 芸 員 補),TSEDMAA,

　　　　　Damdinsuren　 (モンゴル,モ ン

　　　　　ゴル文化省博物館専門官),

　　　　　INCHEADCHAI,　 Jarunee(タ イ,

　　　　　バ ンコク国立博物館学芸員),

　　　　　RAvAoNAToANDRo,　 Aldine(マ

　　　　　ダガスカル,情 報文化省 ・女王

　　　　　宮博物館長),WALE,　 Edward

　　　　　 (ソ ロモ ソ諸島,ソ ロモン国立

　　　　　博物館学芸員)

12月9日 　 ロシア極東芸術行政専門家一行

12月15日 王 長 詮(中 華人民共和国,

　　　　　福州市公安局局長),林

　　　　　強(中 華人民共和国,福 州市人民

　　　　　政府副市長)
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　　　　　中国教育行政官代表団　団長:

　　　　　張　　　栄(中 華人民共和国,

　　　　　国家教育委員会監察局長)他

12月16日　中国民族文化遺産保護及び発展

　　　　　代表団　団長:陳 　　　虹(中

　　　　　華人民共和国,国 家民族事務委

　　　　　員会副主任),沈 　昌　栄(中

　　　　　華人民共和国,中 国少数民族対

　　　　　外交流協会理事),占 巴札布(中

　　　　　華人民共和国,国 家民族事務委

　　　　　員会外事司副司長),謝 　啓

　　　　　晃(中 華人民共和国,中 国民族

　　　　　博物館準備委員会副主任),傅

　　　　　　　　東(中 華人民共和国,中

　　　　　国国家財政部文教行政司文化処

　　　　　処長),索 　文　清(中 華人民

　　　　　共和国,民 族文化宮展覧館館

　　　　　長),宗 　立　人(中 華人民共

　　　　　和国,国 家民族事務委員会弁公

　　　　　庁秘書),王 　海　清(中 華人

　　　　　民共和国,国 家民族事務委員会

　　　　　外事司干部)

12月22日　苫米地行三(財 団法人日本船舶

　　　　　振興会常務理事)
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